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①
学
校
給
食
会

に
よ
る
米
の
放

射
性
物
質
検
査
は
、
玄
米

に
加
え
、
精
米
も
全
袋
検

査
を
実
施
し
、
そ
の
安
全

性
は
明
ら
か
な
た
め
、
町

教
育
委
員
会
の
総
意
に
よ

り
、
会
津
産
米
を
給
食
に

提
供
し
ま
す
。

②
健
康
被
害
に
係
る
リ
ス

ク
を
保
護
者
や
児
童
・
生

徒
の
自
己
責
任
と
す
る
考

え
は
無
く
、
今
後
も
学
校

給
食
会
及
び
町
が
放
射
性

物
質
検
査
を
行
い
、
安
全

を
確
認
し
た
食
材
を
町
の

責
任
で
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
検
査
結
果
は
、

保
護
者
へ
の
周
知
に
努
め

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
た
保
護
者
の
意
向
に

よ
り
、
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

職
員
定
数
削
減
の
考
え
は

遠
藤
町
長
／
現
状
で
は
削
減
は
考
え
て
い
な
い

部
分
林
賠
償
・
契
約
解
除
に
対
す
る
対
応
は

遠
藤
町
長
／
１
㎡
当
た
り
30
円
で
支
払
う
方
針

道
の
駅
整
備
に
係
る
補
助
金
等
の
内
容
は

遠
藤
町
長
／
各
国
庫
補
助
金
を
想
定
し
て
い
る

震
災
後
、
町
民

人
口
が
約
10
％

減
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

の
10
カ
年
計
画
で
も
減
少

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す

が
、

①
安
全
で
良
質
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
確
実
・
効
率

的
に
実
施
し
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
る「
行
政
改
革
」

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

②
議
会
議
員
定
数
は
段
階

的
に
削
減
さ
れ
、
農
業
委

員
会
委
員
定
数
は
大
幅
削

減
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
国
・
県
動
向
の
「
人

件
費
抑
制
」
に
よ
り
本
町

町
は
国
策
へ
の

協
力
と
し
て
60

数
年
前
、
植
林
・
枝
打
ち

等
に
よ
り
50
年
後
の
「
資

産
」
を
政
策
と
し
て
進
め

て
き
ま
し
た
が
、

①
牧
草
地
・
自
然
林
・
管

理
し
て
い
な
い
人
工
林
な

ど
の
資
産
価
値
の
無
い
契

約
は
解
除
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、
手
入
れ

さ
れ
た
資
産
価
値
の
あ
る

森
林
は
ど
の
よ
う
に
対
応

さ
れ
ま
す
か
。

②
一
律
で
は
な
く
、
自
然

林
・
人
工
林
の
公
平
性
は

考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
で

す
か
。

③
11
月
８
日
付
け
で
複
数

の
団
体
か
ら
「
公
売
処
分

の
要
望
書
」
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
ど
う
対
応
さ

れ
ま
す
か
。

町
長
は
「
震
災

後
、
町
民
間
の

絆
を
強
め
新
し
い
復
興
の

希
望
を
」
と
の
挨
拶
よ
り

防
災
拠
点
道
の
駅
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
が
、

①
総
事
業
費
と
国
に
よ
る

補
助
事
業
・
道
路
事
業
施

設
名
及
び
補
助
金
、
町
事

業
施
設
名
と
負
担
金
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。

②
二
ツ
沼
公
園
内
で
の
各

事
業
は
、閉
鎖
が
相
次
ぎ
、

町
負
担
が
膨
大
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
な
ぜ
同
様
の

施
設
を
進
め
る
の
か
基
本

方
針
と
黒
字
経
営
は
約
束

で
き
る
の
か
伺
い
ま
す
。

③
防
災
拠
点
の
位
置
付

に
、「
原
子
力
発
電
所
事

故
災
害
」
は
入
っ
て
い
ま

す
か
。

①
平
成
42
年
ま

で
の
町
の
将
来

推
計
人
口
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
人
口

に
見
合
っ
た
職
員
数
を
適

宜
、
検
討
し
ま
す
。

②
町
独
自
の
取
り
組
み
の

継
続
に
加
え
、
引
き
続
き

国
・
県
・
他
自
治
体
か
ら

の
人
的
支
援
を
い
た
だ

き
、
組
織
体
制
の
整
備
及

び
適
正
な
人
員
配
置
の
実

現
に
努
め
た
い
と
考
え
て

お
り
、
現
状
で
は
職
員
定

数
の
削
減
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

①
部
分
林
は
樹

齢
及
び
生
育
環

境
等
に
よ
り
生
育
状
況
が

異
な
り
ま
す
が
、
部
分
林

の
契
約
解
除
は
、
撫
育
料

と
し
て
１
㎡
当
た
り
30
円

を
契
約
面
積
に
応
じ
て
支

払
う
方
針
で
あ
り
、
解
除

に
至
ら
な
い
場
合
は
、
現

契
約
に
基
づ
い
た
内
容
と

な
り
ま
す
。

②
一
点
目
で
回
答
し
た
と

お
り
一
律
で
考
え
て
い
ま
す
。

　

撫
育
料
は
、
東
京
電
力

の
立
木
賠
償
に
伴
い
部
分

林
契
約
に
基
づ
く
町
分
の

３
割
を
財
源
と
し
て
支
払

う
も
の
で
す
。な
お
、東
電

の
立
木
賠
償
に
伴
う
契
約

更
新
の
際
に
、
組
合
に
植

林
の
実
施
状
況
を
確
認
し

契
約
書
を
作
成
し
全
て
人

工
林
で
契
約
し
て
い
ま
す
。

③
木
材
価
格
が
低
迷
し
て

い
る
た
め
、
公
売
処
分
は

で
き
る
状
況
に
な
い
と
受

け
止
め
て
い
ま
す
。

①
総
事
業
費

は
、
整
備
検
討

委
員
会
の「
整
備
報
告
書
」

と
建
築
の
基
本
計
画
・
基

本
設
計
を
経
て
、
概
算
事

業
費
算
出
条
件
が
整
っ
た

時
点
で
提
示
し
ま
す
。

　

各
施
設
の
補
助
金
と
町

小
磯

小
磯

小
磯

町
長

町
長

町
長

小磯利雄 議員 阿部憲一 議員

町
が
避
難
者
を
救
済
し
よ
う
と
し
な
い

遠
藤
町
長
／
特
定
世
帯
に
県
が
家
賃
補
助

町
外
避
難
者
は

経
済
的
負
担
が

二
重
に
か
か
っ
て
い
る
上

に
、
来
年
度
か
ら
は
家
賃

の
負
担
が
加
わ
り
、
母
子

家
庭
、
幼
い
子
ど
も
が
複

数
い
る
家
庭
、
経
済
力
の

な
い
人
な
ど
に
は
「
生
存

権
の
問
題
」
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

町
に
町
民
税
を
支
払
っ

て
も
こ
と
ご
と
く
町
内
の

こ
と
に
使
わ
れ
て
お
り
、

町
外
避
難
者
は
極
端
に
不

公
平
な
扱
い
を
受
け
て
い

ま
す
。

①
町
外
避
難
者
に
対
し

て
、
町
民
税
相
当
あ
る
い

は
一
律
で
家
賃
補
助
を
す

る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

②
再
三
指
摘
し
て
い
ま
す

が
、
遠
方
で
１
人
暮
ら
し

で
、
町
の
情
報
が
入
ら
な

①
町
は
、
町
税

に
よ
り
福
祉
・

子
育
て
支
援
、ゴ
ミ
処
理
、

消
防
・
防
災
、
水
道
、
公

共
施
設
の
管
理
等
を
行
い

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

避
難
住
民
を
受
け
入

れ
て
い
る
自
治
体
に
は
、

避
難
住
民
一
人
あ
た
り

特

別

交

付

税
（

年

間

４
万
２
０
０
０
円
）
が
交

付
さ
れ
、
各
種
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

県
は
、
平
成
29
年
４
月

以
降
、妊
婦
が
い
る
世
帯
、

阿
部

町
長

県
内
産
米
提
供
に
伴
う
責
任
主
体
は

浅
野
教
育
長
／
安
全
性
を
確
認
し
て
提
供
す
る

県
内
産
米
の
学

校
給
食
へ
の
導

入
は
、
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未

来
が
「
子
ど
も
た
ち
が
福

島
の
米
を
食
べ
れ
ば
安
全

性
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
」
と
県
に
働
き
か
け

た
も
の
で
す
。

　

町
は
セ
シ
ウ
ム
並
に
出

て
い
る
可
能
性
の
あ
る
ス

ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
の
検
査
も

し
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。

①
会
津
産
米
を
給
食
に
提

供
し
た
い
と
は
ど
な
た
の

考
え
で
す
か
。

②
高
濃
度
に
汚
染
さ
れ
た

米
が
混
じ
っ
て
い
る
の
に

平
均
化
さ
れ
る
30
㎏
袋
で

セ
シ
ウ
ム
を
測
る
の
み

で
、
子
ど
も
た
ち
の
先
々

に
対
す
る
責
任
を
ど
う
す

る
の
で
す
か
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に

食
べ
さ
せ
る
責
任
主
体
は

ど
な
た
で
す
か
。

阿
部

教
育
長

吸
引
被
ば
く
を
理
解
し
て
い
る
か

遠
藤
町
長
／
リ
ス
ク
は
低
い
と
考
え
て
い
る

10
月
15
日
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
ハ
ッ
ピ
ー

ロ
ー
ド
ネ
ッ
ト
主
催
の
清

掃
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
、
地
元
企
業
の
社
員
や

高
校
生
な
ど
が
参
加
し
ま

し
た
が
、
必
要
な
情
報
が

提
供
さ
れ
ず
、
健
康
被
害

は
各
自
の
責
任
で
あ
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

国
道
６
号
線
は
、
双
葉

町
や
大
熊
町
を
走
っ
た
ト

ラ
ッ
ク
が
毎
日
走
っ
て
お

り
、
ダ
ス
ト
の
吹
き
溜
ま

り
に
な
っ
て
い
る
路
肩
を

大
勢
で
歩
く
こ
と
で
、
そ

れ
ら
を
吸
い
込
む
危
険
性

が
あ
り
ま
す
が
、

①
町
長
は
、「
安
全
・
安

心
」
の
お
墨
付
き
を
与
え

る
よ
う
に
今
年
も
参
加
し

て
挨
拶
し
た
の
は
な
ぜ
で

す
か
。

　

ま
た
、
吸
引
被
曝
の
問

題
を
ま
る
で
理
解
し
て
い

な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

②
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
平
成

28
年
４
月
４
日
、
東
京
五

輪
で
国
道
６
号
線
に
聖
火

リ
レ
ー
を
走
ら
せ
る
よ
う

に
地
元
の
高
校
生
た
ち
に

政
府
へ
の
陳
情
を
さ
せ
、

高
校
生
を
走
ら
せ
国
に
対

①
イ
ベ
ン
ト
の

開
会
式
会
場
が

二
ツ
沼
公
園
で
あ
り
、国
、

県
、
国
道
６
号
線
沿
線
の

自
治
体
の
後
援
を
得
て
い

る
た
め
、
開
催
地
の
地
元

町
長
と
し
て
挨
拶
し
参
加

し
ま
し
た
。

　

空
気
中
ダ
ス
ト
調
査
な

ど
の
結
果
に
よ
り
吸
引
被

曝
の
リ
ス
ク
は
低
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

②
国
・
政
府
は
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
「
復
興
五
輪
」

と
捉
え
、
様
々
な
関
連
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
を
通

し
、
復
興
の
更
な
る
加
速

化
に
つ
な
げ
る
と
し
て
い

ま
す
。

　

双
葉
郡
８
町
村
総
意
の

も
と
、
子
供
た
ち
に
夢
と

希
望
を
与
え
る
た
め
、
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

阿
部

町
長

職
員
定
数
を
削
減
す
る
考

え
は
あ
り
ま
す
か
。

負
担
金
は
、
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
及
び
農
産

漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
支
援
交
付
金
な
ど
の
国

庫
補
助
金
等
を
活
用
し
ま

す
。

②
基
本
方
針
は
、
町
全
体

の
防
災
機
能
の
充
実
を
図

り
、
町
民
と
国
道
６
号
線

の
利
用
者
が
災
害
時
に
一

時
的
に
避
難
で
き
る
場

所
、
情
報
を
確
実
に
得
る

こ
と
が
で
き
る
場
所
、
被

災
事
実
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
防
災
の
研
修
や
訓

練
等
の
場
所
が
必
要
で
あ

り
、
町
民
と
帰
還
す
る
双

葉
地
方
町
村
と
県
内
外
の

来
訪
者
の
交
流
拠
点
と
な

り
ま
す
。

　

黒
字
経
営
に
つ
い
て

は
、
経
営
等
の
経
験
を
有

す
る
駅
長
を
中
心
と
す
る

事
業
組
織
体
な
ど
の
設
立

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

③
自
然
災
害
、
地
震
・
津

波
・
原
子
力
災
害
な
ど
の

複
合
災
害
を
念
頭
に
、
総

合
的
な
対
応
を
国
、
県
当

局
と
協
議
し
て
い
ま
す
。

い
、経
済
的
に
も
苦
し
い
、

車
の
運
転
が
で
き
な
い
、

そ
う
し
た
最
も
厳
し
い
状

況
の
方
に
対
し
て
町
が
き

ち
ん
と
現
状
把
握
を
し
、

必
要
な
対
応
を
す
る
つ
も

り
が
あ
り
ま
す
か
。

18
歳
以
下
の
子
供
が
い
る

世
帯
、
指
定
難
病
や
障
害

の
た
め
特
定
の
病
院
で
治

療
を
必
要
と
す
る
世
帯
な

ど
に
対
し
家
賃
を
補
助
し

ま
す
。

②
生
活
困
窮
者
も
含
め
避

難
住
民
の
情
報
は
、
原
発

避
難
者
特
例
法
に
基
づ

き
、
県
、
市
町
村
、
避
難

者
受
入
自
治
体
が
共
有

し
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

県
外
避
難
住
民
に
は
、
避

難
先
の
自
治
体
が
相
談
、

訪
問
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

し
て
陳
情
を
さ
せ
、
高
校

生
を
走
ら
せ
た
い
と
の
考

え
で
す
が
、
町
長
は
こ
れ

を
後
押
し
す
る
考
え
で
す

か
。

　

ま
た
、
後
押
し
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
何
を
最
優
先

に
し
た
判
断
で
す
か
。


